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Table1　変数間の相関（左下）と偏相関（右上）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1連携の困難感  .06  .42**  .13*  .01  .12  .37** -.09  .08

2基礎的知識の保持 -.12* -.26**  .00  .51**  .17**  .10 -.05  .07

3医療的知識の不足  .59** -.41** -.18** -.19** -.03  .10 -.14*  .09

4医療の必要性  .13*  .16** -.01  -.02  .26**  .14  .08  .16**

5発達障害理解に基づいた対応 -.13*  .58** -.41**  .21**  .00  .03  .08 -.03

6肯定的な対応の模索 -.11*  .29** -.23**  .28**  .38** -.27**  .16**  .13*

7集団における支援の不安  .55** -.10  .46**  .15** -.16** -.31** -.01  .21**

8学校体制での支援 -.27**  .14** -.37**  .11*  .34**  .26** -.28** -.05

9対応の困難感  .29**  .02  .21**  .26**  .03 -.01  .29** -.09
 **P＜ .01，*P＜ .05
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問   題 
 発達障害傾向を有する子どもへの対応は学校現

場で喫緊の課題となっている。通常学級に在籍し

特別な教育的支援を必要とする子どもの割合は，

小学生のみで7.7％を示した（文部科学省，2012）。そ

れにともない教師は医療の必要性を感じ（堀ら，

2004），受診後には学校と医療機関との連携が求め

られる現状がある（文部科学省，2003）。だが，これ

まで医療と教育に関する研究は少ない。そこで，

本研究は，小学校教師に対して質問紙調査を実施

し，発達障害における医療と教育に対する教師の

意識傾向を子どもの対応に関する困難感も含めた

関連から明らかにすることを目的とする。 

方   法 
 公立小学校教師509名に対して，各学校に郵送で

質問紙を送付し，実施後筆者に返送を依頼した。

質問紙の構成は以下の３つである。「発達障害にお

ける医療と教育に関する意識」：筆者の研究結果に

基づいて作成した（７．医療からの診断にもとづいて指

導をした方がよい等）28項目（４件法）。「発達障害の

対応に関する意識」：渡部・武田（2008）を参考に

した28項目（11．学校全体で支援していく雰囲気がある

等）（４件法）。「対応の困難感」：発達障害傾向のあ

る子どもへの対応の困難感に関する１項目（４件

法）。 

結   果 
 質問紙回収率94％（483名），平均年齢43.9歳
（SD=1.01），平均勤続年数20.4年（SD=11.12）であっ

た。欠損したデータを除いた366名を分析対象にし

た。各尺度に対し斜交回転による因子分析を行っ

た結果，固有値の衰減状況および因子の解釈可能

性から各尺度とも４因子が妥当と考えられた。「発

達障害における教育と医療に関する意識」の各因

子は「医療機関および保護者との連携の困難感」，

「基本的知識の保持」，「医療的知識の不足」，「医

療受診の必要性」と命名した。次に，「発達障害の

対応に関する意識」は，各因子「発達障害理解に

基づいた対応」「肯定的な支援の模索」「集団にお

ける支援の不安」「学校体制での支援」と命名した。

その後，８因子と１項目の合計９変数に対しピア

ソンの積率相関係数を算出した。更に各変数の影

響を除去した関係性を確認するため偏相関係数を

算出した（Table 1）。 

考   察 
 発達障害における医療と教育に関する教師の意

識について，２尺度８因子と子どもの対応の困難

感を尋ねた1項目の変数の相関/偏相関分析を行っ

た。比較的強い相関があったのが，１-３（.59**），

１-７（.55**）等であった。医療機関や保護者との

連携に困難感を抱えているほど，医療的知識の不

足と集団における支援への不安が増加する傾向が

みられた。これにより，医療機関と保護者との連

携は教師の医療に関する知識獲得の意欲や機会を

増加させ，教師が子どもへの支援の不安を間接的

に軽減する手がかりになることが示唆された。次

に，９「対応の困難感」は，１，３，４，７にお

いて１％水準で正の相関があったが，偏相関係数

では，１,３で有意確率と相関がみられなかった。

この結果から，子どもの対応に困難感を抱えてい

る教師は医療や保護者との連携にも困難感を抱え

ているように見えるが，実際にはその困難感は教

室内での子ども対応に限られている場合や連携の

困難感との間に別の変数が介在している可能性も

考えられる。今後，このような媒介変数も含めた

検討を行っていく必要があるだろう。 
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